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安
全
な
ダ
ム
放
流
求
め
る

豪
零
焚

只
見
で
町
民
会
議
設
立

ヘ

昨
年
７
月
の
新
潟

・
福
島
豪

雨
を
受
け
、
只
見
川
洪
水
対
策

検
討
会

（
委
員
長

・
久
保
克
昌

副
町
長
）
が
２０
日
、
発
足
し
た
。

今

後

の

洪

水

に
対

処

し

よ

う

と
、
地
域
の
安
心
、
安
全
を
確

保

す

る

た

め

の

諸

施

策

を

検

討
、
推
進
し
て
い
く
。

同
町
の
電
源
開
発
田
子
倉
電

力
所

で
開
い
た
初
会
合
に
は
、

町
や
県
、
警
察
、
消
防
、
電
源

開
発
か
ら
実
務
担
当
者
ら
が
出

席
。
ダ
ム
放
流
開
始
や
洪
水
時

の
通
知
通
報
の
頻
度
と
内
容
、

ダ
ム
放
流
警
報
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
の
頻
度
、
停
電
時
の
ダ
ム
情

り

に
管
理
さ
れ

て
い
て
も
甚
大

な
災
害
を
生
ん
だ
な
ど
と
し
、

下
流
の
住
民
ら
が
安
全

で
安
心

し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
ダ
ム

設
置
者
の
電
源
開
発

に
操
作
規

定
の
見
直
し
な
ど
を
求
め
る
。

ま
た
、
川
床
も
上
が

っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
河
川
管
理
者
に

河
川
環
境
整
備
に

つ
い
て
も
提

言
し
て
い
く
方
針
。
発
起
人
の

一
人
は

「
水
に
よ
る
被
災
が
こ

れ
ま

で
４
度
あ

っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
事
前
放
流
す
る
な
ど

の
安
全
策
を
講
じ
て
い
な
い
」

と
話
し

て
い
る
。

只
壽見

饗僣
鰹麺進

情報伝達や洪水対策などを検討

することを決めた初会合

調卸蔽難輔焼籟ビ睦聯睛筆一動江観簿』藤噸を協議する

叡 舞示昌

洪
水
対
策
検
討
会
が
発
足

只
見
町
、電
源
開
発
集
中
豪
雨
受
け

昨
年
七
月
の
会
津
地
方

を
中
心
と
し
た
集
中
豪
雨

を
受
け
、
只
見
町
と
電
源

開
発
は
二
十
日
、
只
見
川

洪
水
対
策
検
討
会
を
発
足

さ
せ
た
。
同
日
、
町
内
の

電
源
開
発
田
子
倉
電
力
所

で
初
の
会
議
を
開
い
た
。

両
機
関
を
は
じ
め
、
国
、

県
、
南
会
津
署
な
ど
か
ら

十

一
人
が
出
席
。
目
黒
吉

久
町
長
と
電
源
開
発
の
大

倉
雅
哉
東
日
本
支
店
長
が

あ
い
さ
つ
し
た
。

昨
年
の
豪
雨
の
際
、
同

社
が
管
理
す
る
ダ
ム
か
ら

の
放
流
を
め
ぐ
り
住
民
か

ら

「サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え

ず
住
民
へ
の
周
知
が
な
か

っ
た
」
と
の
指
摘
が
あ
っ

た
ほ
か
、
停
電
な
ど
の
影

響
で
情
報
伝
達
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
な
か
っ
た
事
態

を
受
け
、
議
事
で
は
ダ
ム

放
流
サ
イ
レ
ン
の
頻
度
や

周
知
方
法
な
ど
を
協
議
し

た
。
洪
水
防
止
の
た
め
の

堤
防
や
排
水
設
備
の
構

築
、
河
川
水
位
低
下
の
た

め
の
川
床
掘
削
な
ど
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
し
た
。

今
後
も
会
議
を
開
き
対
策

を
協
議
す
る
。

◇

　

◇

一豪
雨
災
書
に
関
連
し
、

只
見
町
の
有
志
は
二
十
八

日
、
安
全
な
ダ
ム
放
流
を

求
め
る
組
織
を
発
足
さ
せ

る
。

洪
水
時
の
対
策
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
出
席
者


